
 

 

 
 

１．開催の目的                                        

 

市民の皆さんに、広島湾の現状や魅力について発信するとと

もに、広島湾再生行動計画の概要と、魅力ある広島湾を保全・

再生するための取り組み（ＮＰＯ、企業、大学・研究機関、

行政）を広く知ってもらい、広島湾再生に対する市民の関心を

高めるとともに、広島湾流域で活動しているＮＰＯや企業など

に対する活動発表の場の提供、今後市民の皆さんが広島湾を

保全・再生する活動への参加に繋げることを目的に、パネル

展示を実施しました。 
                               

２．開催概要 

 

 

 

 

 

  
   

 

 

 
 

※広島湾の風景や生物など、日頃なかなかみることができない広島湾の魅力を写真パネルで紹介 

 

  
   
 

※広島湾の現状と課題、行動計画の概要と、森・川・海のつながりの大切さを紹介 

 

  
   

 

 
 
※市民団体、NPO、企業、大学、研究機関、行政の活動状況について紹介 

 

  
   

 
 
※市民との連携の一環で行った広島湾エコミーティング（10/21 開催）の成果等を紹介 

＜開催報告＞ 

開催日：平成２４年１２月２５日（火）10:00～21:00、12 月 26 日（水）10:00～19:00 

会 場：紙屋町シャレオ中央広場 

展示概要

 
◆命のゆりかご～瀬戸内海の多様な生態系～  写真展示およびＤＶＤ上映 （中国新聞社提供） 
◆広島湾の美しい自然風景  （写真家 脇山 功氏） 
◆伊能図と海図で見る広島湾 
◆発見！広島湾の魅力資源 
◆写真で見る広島港の歴史 
 

 
◆広島湾再生行動計画の概要と森・川・海のつながり 
 

 
◆森・川・海のはたらき 
◆森・川・海で活動する市民団体・ＮＰＯ・企業・研究機関・行政の取り組み紹介 
◆広島湾の水質を測る機器の展示 

③広島湾を保全・再生するための森・川・海の取り組み紹介 

 

①広島湾の魅力再発見 

 

②広島湾再生行動計画について 

 

 
◆広島湾エコミーティングの結果 
◆子どもたちによる広島湾「＋１」宣言 

④市民との協働による取り組み紹介 
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３．開催状況 

 

 

（１）広島湾の魅力再発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

命のゆりかご～瀬戸内海の多様な生態系～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島湾の風土・風景（写真家 脇山 功氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

発見！広島湾の魅力資源       伊能図と海図で見る広島湾       写真で見る広島港の歴史 

 

（２）広島湾再生行動計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

開催期間中、延べ 1,006 名の方が来場（12 月 25 日：566 名、12 月 26 日：440 名） 
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（３）広島湾を保全・再生するための森・川・海の取り組み紹介 

 

 

 

 

 

 

 
 

ひろしまの森づくりキャラクター   森・川・海で活動する市民団体・ＮＰＯ・企業・研究機関・行政の 
「モーリー」（広島県）                   取り組み紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海面清掃船「おんど 2000」回収の  広島湾の海水や泥を測る機器の紹介   海域環境を改善するリサイクル材の 
ゴミを紹介する「ゴミトランク」                     展示（鉄鋼スラグ、石炭灰造粒物） 
 
 

（4）市民との協働による取り組み紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広島湾エコミーティングの成果紹介    広島湾＋１宣言の紹介 
 
 

４．出展にご協力いただいた機関 

 
市民団体・NPO 等： 

もりメイト倶楽部 Hiroshima、広島環境サポーターネットワーク、広島県釣りインストラクター連絡機構、自然環

境ネットワーク SAREN、ゆあーず「食」未来研究所 

 

企業： 

生協ひろしま、(株)エネルギア・エコマテリア、JFE スチール(株)、海洋建設(株) 

 

研究機関： 

広島大学、広島工業大学、広島県立総合技術研究所水産海洋技術センター 

 

その他： 

宮島水族館、写真家脇山功氏（自然環境ネットワーク SAREN 理事長） 
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